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＜参考＞ 

 

１．国際勧告等との関連 

 本標準は１９９２年のＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１３（旧ＣＣＩＴＴ ＳＧⅩⅧ）会合において承認された勧告Ｉ．

３７２ に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

(1)  物理レイヤについて 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３７２の物理レイヤについては、いくつかの他の勧告を参照しており、基本的

には網提供者間の合意事項となるので、本標準では規定しない。 

(2)  章立て構成の変更について 

前項 (1)にともない、ＩＴＵ－Ｔ勧告の９章の構成に下記の変更を加えた。 

 

Ｔ Ｔ Ｃ 標 準 ＩＴＵ－Ｔ勧告 記 事 

９．下位レイヤの要求条件 ９章 － 

 － ９．１節 原勧告 9.1 節削除 

 9.1 JT-I150､ I361､ I362､ I363 に 

定義される広帯域ＩＳＤＮ 

９．２節 － 

 

 

  (3)  未標準の勧告について 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３７２の本文中に、ＩＴＵ－Ｔで並行議論され、今後標準への追加が予定され

ているＱ．９３３ ＡｎｎｅｘＡやＡｎｎｅｘＢを参照している箇所があり、既存の勧告とは異なる

ことを明示するため、「ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９３３ＡｎｎｅｘＡ＋」、「ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９３３ 

ＡｎｎｅｘＢ＋」と表示する。 

  (4)  ナショナルマター項目 

な し 

 

３．改版の履歴 

 
版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 １９９３年１１月２６日 制 定 

 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 

 

５．その他 

 本標準で参照するＴＴＣ標準、国際勧告等は、以下のとおりである。 

 Ｔ Ｔ Ｃ 標 準：ＪＴ－Ｑ９２２、ＪＴ－Ｑ９３３、ＪＴ－Ｉ３７０、ＪＴ－Ｉ２３３、ＪＴ－Ｉ１５０、Ｊ

Ｔ－Ｉ３６１、ＪＴ－Ｉ３６２、ＪＴ－Ｉ３６３ 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告：Ｑ．９２２、Ｑ．９３３、Ｉ．３７０、Ｉ．２３３ 

 



ＪＴ－Ｉ３７２

目　　　次

１．まえがき ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 1

２．定　義 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 1

３．網間インタフェース参照モデル ････････････････････････････････････････････････････････････ 1

3.1　網間インタフェースの規定点････････････････････････････････････････････････････････････ 1

3.2　マルチネットワークＰＶＣ参照モデル････････････････････････････････････････････････････ 2

４．網間インタフェース能力パラメータ ････････････････････････････････････････････････････････ 3

５．フレームリレー網の機能構成 ･･････････････････････････････････････････････････････････････ 4

5.1　データ転送　（Ｕプレーン）････････････････････････････････････････････････････････････ 5

5.2　制御プレーン（Ｃプレーン）要求条件････････････････････････････････････････････････････ 6

5.3　網管理････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 6

5.4　運用、管理と保守（ＯＡＭ）････････････････････････････････････････････････････････････ 6

６．輻輳マネジメント ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 7

７．ＰＶＣマネジメントの提供条件 ････････････････････････････････････････････････････････････ 7

7.1　ＰＶＣ網間パラメータの調整････････････････････････････････････････････････････････････ 8

7.2　ＰＶＣ網間マネジメント････････････････････････････････････････････････････････････････ 8

８．ＳＶＣ呼制御の要求条件 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 11

8.1　ＳＶＣ網間パラメータのネゴシエーション･･･････････････････････････････････････････････ 12

９．下位レイヤの要求条件 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 12

9.1　ＪＴ－Ｉ１５０、Ｉ３６１、Ｉ３６２、Ｉ３６３に定義される広帯域ＩＳＤＮ･･･････････････ 12

用語一覧* ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 14

　（注）　＊・・本文および付属資料に関する事項を補足するもので、標準でないもの。（標準の対象外）



- 1 - ＪＴ－Ｉ３７２

１．まえがき

　フレームリレーベアラサービス（ＦＲＢＳ）によってサポートされるデータアプリケーションとビット

速度の範囲を明確化するため、ユーザ・網インタフェースと同様にＩＳＤＮフレームリレーベアラサービ

スの網間インタフェース機能を規定する必要がある。

　標準ＪＴ－Ｉ２３３［Ⅰ］はユーザ・網インタフェースにおけるフレームリレーベアラサービスの要求

条件を定義している。このベアラサービスは、あるＳ／Ｔ参照点から他のＳ／Ｔ参照点へ順番を変更する

ことなくプロトコルデータユニット（ＰＤＵ：レイヤ２フレーム）の双方向転送を提供する（標準ＪＴ－

Ｉ２３３［Ⅰ］　３．１節参照）もので、標準ＪＴ－Ｑ９２２で定義されるコア機能を使用する（標準Ｊ

Ｔ－Ｑ９２２付属資料Ａ参照）。輻輳マネジメントと輻輳制御手順は標準ＪＴ－Ｉ３７０に記述されてい

る。また、フレームリレーベアラサービスと他サービスとのインタワーキングの要求条件は将来の検討課

題である。

　本標準の規定範囲は下位レイヤの伝送手段とは独立に網間インタフェースの要求条件を定義することで

ある。（図１－１／ＪＴ－Ｉ３７２参照）

　本標準は主としてパーマネントバーチャルサーキット（ＰＶＣ）の要求条件を定義している。スイッチ

トバーチャルサーキット（ＳＶＣ）の要求条件は８章に概要が記述されているが、詳細については将来の

検討課題である。

図１－１／ＪＴ－Ｉ３７２　本標準の規定範囲

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３７２）

２．定　義

　用語と定義はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１３、標準ＪＴ－Ｉ２３３［Ⅰ］、標準ＪＴ－Ｉ３７０に従う。

３．網間インタフェース参照モデル

3.1　網間インタフェースの規定点

　図３－１／ＪＴ－Ｉ３７２は、一般的なフレームリレー網における網間インタフェースの規定点を図示

したものである。このインタフェースにより公衆フレームリレー網間を接続する。

　網間インタフェースの要求条件は、上述した一般的なフレームリレー網に基づいて規定され、網間接続

の要求条件についてのみ記述する。これらの要求条件は、最低限以下の点を含む。

フレームリレー網

下位レイヤ

フレームリレー網

下位レイヤ

網間インタフェース

ＪＴ－Ｉ３７２
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　・Ｕプレーン情報は、網間インタフェースを通して流れる。

　・Ｃプレーン情報は、網間インタフェースを通して流れる。

　・運用、管理と保守（ＯＡＭ）

（注）この標準で示されている網間インタフェースは、公衆・私設フレームリレーの網間インタフェース

および私設・私設フレームリレーの網間インタフェースにも適用されることを考慮している。

図３－１／ＪＴ－Ｉ３７２　網間インタフェースの規定点

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３７２）

3.2　マルチネットワークＰＶＣ参照モデル

　マルチネットワークＰＶＣは、２つあるいはより多くの単一ＰＶＣセグメントが繋がってできているも

のである。マルチネットワークＰＶＣは、各ユーザに対しては一つの網と一つのＰＶＣのみが存在してい

るように見え、マルチネットワークの特徴は現れない。

公衆
フレーム
リレー網

公衆
フレーム
リレー網

ユーザ ユーザ

ユーザ

ＵＮＩ

ＵＮＩ

ＵＮＩ

＊

＊

＊

＊ ＊

公衆
フレーム
リレー網

公衆
フレーム
リレー網

ＵＮＩ：ユーザ・網インタフェース

＊　：網間インタフェース
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図３－２／ＪＴ－Ｉ３７２　マルチネットワークＰＶＣ参照モデル

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３７２）

４．網間インタフェース能力パラメータ

　フレームリレーサービスの品質は、エンドユーザの立場から見たサービス性能に関係する。ネットワー

ク間の能力パラメータは、ネットワークのインタフェース毎に適用する。マルチネットワークフレームリ

レーサービスにおいて、網間インタフェースでの能力パラメータの値が、エンドユーザの立場から見たサー

ビス性能に影響する。

　標準ＪＴ－Ｉ２３３［Ⅰ］勧告に定義されているフレームリレーサービス品質パラメータを網間インタ

フェースに適用する。これらのパラメータは、次の通りである。

・スループット

・アクセス速度（ＡＲ）

・認定情報速度（ＣＩＲ）

・認定バーストサイズ（Ｂｃ）

・超過バーストサイズ（Ｂｅ）

・中継遅延

・残余誤り率

・誤りフレーム

・重複フレーム

・シーケンス異常フレーム

・損失フレーム

・誤配送フレーム

ＵＮＩＵＮＩ ＊ ＊

ユーザＡ ユーザＢ

ＰＶＣ
セグメント

ＰＶＣ
セグメント

ＰＶＣ
セグメント

公衆
フレーム
リレー網

公衆
フレーム
リレー網

公衆
フレーム
リレー網

マルチネットワークＰＶＣ

ＵＮＩ：ユーザ・網インタフェース

＊　：網間インタフェース
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　以下の記述は、上記パラメータ以外の他の網間能力パラメータがある事を明らかにしており、それは以

下の事を考慮する必要がある。

・長期間の予定されたサービス間隔内でフレームリレーサービスが利用可能な時間をパーセンテージで

表した稼働率。もし、許容できる最小サービス性能しきい値を満たさなければ、サービスは不稼働状態

と見なされる。

・平均サービス動作時間：平均サービス動作時間（ＭＴＢＳＯ）とは、連続してサービス可能な期間の

平均時間である。

・平均復旧時間：平均復旧時間（ＭＴＴＲ）とは、サービス提供者によって検出されたサービス欠損時

刻からそのサービスが全復旧するまでの平均経過時間である。サービス欠損時間は、最初の網間インタ

フェースがその発生を検出した瞬間から計測される。

５．フレームリレー網の機能構成

　フレームリレー網のノードの機能構成は、図５－１／ＪＴ－Ｉ３７２に示す４つの機能グループで構成

される。

　４つの機能グループは信号プレーン（Ｃプレーン機能グループ）、ユーザプレーン（Ｕプレーン機能グ

ループ）、網管理エンティティ（ＮＭエンティティ）および運用・管理と保守エンティティ（ＯＡＭエン

ティティ）と呼ばれる。

　Ｃプレーン機能グループは、網間インタフェースを共有する網ノード間の信号リンクを通じて、全ての

必要な信号情報の処理と転送を行うことが要求される。

　Ｕプレーン機能グループは、網間インタフェースを備える２ノード間のデータ転送リンクを通じて、全

ての必要なデータの処理と転送を行うことが要求される。

　網間インタフェースを備える各網ノード内において、個々の機能エンティティはノードの動作を管理す

ることが要求される。これらのエンティティは、ＮＭエンティティおよびＯＡＭエンティティに分類でき

る。ＮＭエンティティは、必要な網管理機能を行うエンティティであり、ＯＡＭエンティティは、必要な

ＯＡＭ機能を行うエンティティである。ＯＡＭおよびＮＭエンティティは、ＣおよびＵプレーンに関する

状態情報を交換および更新するためにＣおよびＵプレーンと相互に作用する。
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図５－１／ＪＴ－Ｉ３７２　フレームリレー網の機能構成

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３７２）

5.1　データ転送　（Ｕプレーン）

　網間インタフェースは、コア機能として標準ＪＴ－Ｉ２３３［Ⅰ］の３．１．１節の定義と標準ＪＴ－

Ｑ９２２付属資料Ａのユーザ・網インタフェースの記述を使用する。図５－２／ＪＴ－Ｉ３７２にＦＲＢ

Ｓを伝達するＵプレーン参照アーキテクチャを示す。

図５－２／ＪＴ－Ｉ３７２　Ｕプレーンプロトコルの参照アーキテクチャ

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３７２）

ＯＡＭ
エンティティ

ＮＭ
エンティティ

ＯＡＭ
エンティティ

Ｃプレーン

Ｕプレーン

ＮＭ
エンティティ

Ｃプレーン

Ｕプレーン

網「Ｂ」網「Ａ」

網間インタフェース

JT-Q922

コア

物理ﾚｲﾔ

JT-Q922

コア

物理ﾚｲﾔ

JT-Q922

コア

物理ﾚｲﾔ

JT-Q922

コア

物理ﾚｲﾔ

ユーザ

定義

JT-Q922

コア

物理ﾚｲﾔ

ユーザ

定義

JT-Q922

コア

物理ﾚｲﾔ

ＵＮＩＵＮＩ 網間インタフェース
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　網間インタフェースは、２オクテットのＤＬＣＩアドレスフィールドをサポートしなければならない。

　２オクテットを越えるアドレスフィールドを必要とする場合、網間インタフェースは、１７ビットのＤ

ＬＣＩフィールドとＤＬ制御フィールドとして使用する第４オクテットを持つ、４オクテットのアドレス

フィールド長をサポートする。ＤＬ－コア制御のための手順は、将来の検討課題である。

（注）標準ＪＴ－Ｑ９２２の他のアドレスフィールドフォーマットの使用方法は、将来の検討課題である。

　フレームリレーベアラサービスにおけるＵプレーンコア機能の網間インタフェースとしての規定は、標

準ＪＴ－Ｉ２３３［Ⅰ］付属資料Ｃに記述されている。コアサービスの概要、コアサービスの機能及びデー

タ転送は、付属資料Ｃの４．２、４．３及び４．４．５節にそれぞれ記述されている。

5.2　制御プレーン（Ｃプレーン）要求条件

　各フレームリレーノード（網）のＣプレーンは、網間インタフェースを通して接続される同位レベル網

エンティティ（例えば網管理エンティティ）間のすべてのメッセージに対して責任がある。特にＣプレー

ンは、網間インタフェース参照点において、２つのフレームリレーノードの間で全ての網管理エンティティ

情報及びＯＡＭに関連する網間情報を送る。

5.3　網管理

　網管理機能は，

　・網間インタフェーストランク管理

　・ルート管理

　・ＰＶＣ識別管理

を含む。

　他の要求条件の詳細は今後の検討課題である。

5.4　運用、管理と保守（ＯＡＭ）

　ＯＡＭ機能は、

　・ヒューマン（網オペレータ）インタフェース提供

　・アラーム報告

　・故障診断に対する制御及び網手順

を含む。

　他の要求条件の詳細は将来の検討課題である。
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６．輻輳マネジメント

　輻輳マネジメントと制御は、標準ＪＴ－Ｉ３７０で述べられている。

　網間インタフェースに適用する為に追加する輻輳マネジメントの原則を以下に示す。

　網間インタフェースにおける輻輳のシナリオに対して、各々の網は自らの網を保護する責任を持つ。（例

えば、該当する網は、先の網でセットしたＤＥビットのみを信頼すべきでない。）

　ＵＮＩと網間インタフェースを通過するデータにより、網間インタフェースにおいてトラヒック特性が

変化する場合がある。もし、ＵＮＩで使用されるのと同様のパラメータ値（ＣＩＲ、Ｂｃ、Ｂｅ）を使っ

て網間インタフェースにおける伝送速度の制限をするのであれば、ＵＮＩにおいてＢｃデータとして受け

入れられたデータが網間インタフェースにおいて廃棄もしくはＤＥビットを付加される（そして、その後

Ｂｅデータとして扱われる）可能性がある。

　認定バーストサイズ（Ｂｃ）データは、通常の状態で動作している網間インタフェースにおいて廃棄さ

れない。これを確実にする１つの方法は、該当する網間インタフェースにおけるすべてのＰＶＣの契約さ

れたＣＩＲ（網からの出口）の合計値を網間インタフェースの伝送速度より低く制限することである。

７．ＰＶＣマネジメントの提供条件

　サービスパラメータの調整は、網オペレータ双方の合意により行われる。

　パーマネントバーチャルサーキット（ＰＶＣ）状態管理手順は、網間の対称的な動作により実現する。

　網間のデータリンクコネクション識別子（ＤＬＣＩ）の割当は、双方の合意により行われる。

　網間の帯域幅割当は双方の合意により行われる。

　網間のルーティングは双方の合意により行われる。

　複数のフレームリレー網にまたがったＰＶＣは、双方の合意により同意されたサービス品質で設定され

る。これは、標準ＪＴ－Ｉ３７０または他の同意された手法に従う。

　それぞれのフレームリレーサービス提供者は、自らが提供する網内でのみＰＶＣセグメントのＯＡＭの

責任を持つ。

　パラメータ調整に影響を与える２つのサービスカテゴリがフレームリレー網によってサポートされる。

サービスカテゴリの１つは、認定情報速度（ＣＩＲ）が０であるという特徴を持つ。他のサービスカテゴ

リは、ＣＩＲが＞０であるという特徴を持つ。これらの値は、表７－１／ＪＴ－Ｉ３７２の測定時間パラ

メータＴを決めるのに使われる。

表７－１は、ＣＩＲと認定バーストサイズ（Ｂｃ）と超過バーストサイズ（Ｂｅ）の可能な関係を示す。

この表のＣＩＲ＞０の２つのケースを１つのサービスカテゴリとして述べたが、これは単純な表現とする

ために行ったものである。
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表７－１／ＪＴ－Ｉ３７２　ＣＩＲ、ＢｃとＢｅの可能な関係

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３７２）

ＣＩＲ 認定バーストサイズ

（Ｂｃ）

超過バーストサイズ

（Ｂｅ）

測 定 期 間

（Ｔ）

＞０

＞０

＝０

＞０

＞０

＝０

＞０

＝０

＞０

Ｔ＝Ｂｃ／ＣＩＲ

Ｔ＝Ｂｃ／ＣＩＲ

（注）

（注）Ｔは網に依存する値である。入側と出側のアクセス速度（ＡＲ）は等しい必要はないが、入側ＡＲ

が出側ＡＲより十分に高い時入側でのＢｅフレームの連続的な入力は出側で網バッファの継続的な

輻輳を招き、入側Ｂｅデータの相当量は廃棄されることがある。

7.1　ＰＶＣ網間パラメータの調整

　フレームリレーベアラサービスによって提供されるコアサービスは、標準ＪＴ－Ｉ２３３［Ｉ］の付属

資料Ｃ４．３節に述べられている。網間インタフェースは、同位のコアサービスユーザ間でサポートされ

るのと同等のサービス品質を提供する。ＦＲＢＳサービス品質は、標準ＪＴ－Ｉ２３３［Ｉ］の３．１節

に定義されているサービス品質（ＱＯＳ）パラメータによって示される。ＰＶＣの場合、これらのパラメー

タは、契約時に調整する。

　網間インタフェースにおいて契約時に調整するＱＯＳパラメータ値は、認定情報速度、中継遅延、フレー

ム損失率を含む。Ｂｃ、Ｂｅ、フレーム長、ＤＬＣＩ等の他のパラメータも、網間インタフェースにおい

て契約時に調整する。もし、ユーザが特定のパラメータに対し、値を指定しない場合は、網のデフォルト

値を採用する。デフォルト値は、網の定義によるか、または契約によって設定することができる。これは、

ＱＯＳとリンクレイヤコアパラメータの両方に適用する。

7.2　ＰＶＣ網間マネジメント

　図３－２／ＪＴ－Ｉ３７２は、マルチネットワーク構成のＰＶＣセグメントを示す。

　マルチネットワークのＰＶＣは、２つあるいは、より多くの単一セグメントが繋がってできているもの

である。マルチネットワークＰＶＣは、各ユーザに対しては一つの網と一つのＰＶＣのみが存在している

ように見え、マルチネットワークの特徴は現れない。
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　ＰＶＣ網間マネジメント機能には、以下のようなものがある。ただし、これだけに限定するものではな

い。

　・双方向状態問合（対称）

　・リンク状態問合と応答

　・ＰＶＣ状態問合と応答

　・非同期のＰＶＣ状態変更

　フレームリレーＰＶＣサービスのための網間インタフェースマネジメント機能は、ＵＮＩ（標準ＪＴ－

Ｑ９３３の付属資料Ａ）のマネジメント機能に、次の拡張点を付加したものである。

　・インタフェースで設定する総ＰＶＣ数に制限を加えないように、ＰＶＣ状態応答を返すことを可能と

するプロトコル。

　・障害箇所を検出するために使われるループバック制御、および障害ＰＶＣのリアルタイム識別に使わ

れる、たとえば導通監視のような手順、および性能測定。この機能は、Ｕプレーン内のユーザフレー

ム間に挿入されたＯＡＭフレームの伝送を使用する。

　・網間の回線エラーの統計レポート

　標準ＪＴ－Ｑ９２２のコア機能上で直接サポートされる単純なＯＡＭプロトコルレイヤの参照モデルを

図７－１／ＪＴ－Ｉ３７２に示す。このプロトコルは、網間インタフェースのある論理リンク内を運ばれ

る。このプロトコルを使用して網は、提供されたＰＶＣ接続の状態をやりとりすることができる。

　同じインタフェース上にＰＶＣとＳＶＣが混在する場合のプロトコルアーキテクチャを図７－２／ＪＴ

－Ｉ３７２に示す。ユーザがＳＶＣを利用する場合、標準ＪＴ－Ｑ９３３付属資料Ｂの機能の使用が推奨

される。

　本ＯＡＭ能力は、ユーザ・網インタフェースと網間インタフェースの両方の要求条件である。プロトコ

ルアーキテクチャは両方のインタフェースで同一となる。
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（注１）Ａｎｎｅｘ　Ａ
＋　

は網間の要求条件を追加した標準ＪＴ－Ｑ９３３付属資料Ａの拡張バージョン

を表す。

（注２）標準ＪＴ－Ｑ９３３付属資料Ａに示すように、ＪＴ－Ｑ９２２コアの上位では、非番号制情報（Ｕ

Ｉ）フレームが使用される。

図７－１／ＪＴ－Ｉ３７２　ＰＶＣ単独時のＯＡＭ情報交換

(ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３７２）

（注３）Ａｎｎｅｘ　Ｂ
＋　

は網間の要求条件を追加した標準ＪＴ－Ｑ９３３付属資料Ｂの拡張バージョン

を表す。

図７－２／ＪＴ－Ｉ３７２　ＳＶＣ／ＰＶＣ混在時のＯＡＭ情報交換

(ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３７２）

ITU-T Q.933

Annex A
+
　(注 1)

JT-Q922 ｺｱ (注 2)

物理レイヤ

ITU-T Q.933

Annex A
+
　(注 1)

JT-Q922 ｺｱ (注 2)

物理レイヤ

論理Ｃプレーン 論理Ｃプレーン

ITU-T Q.933

Annex B
+
　(注 3)

JT-Q922 上位

JT-Q922 コア

物理レイヤ

ITU-T Q.933

Annex B
+
　(注 3)

JT-Q922 上位

JT-Q922 コア

物理レイヤ

論理Ｃプレーン 論理Ｃプレーン



- 11 - ＪＴ－Ｉ３７２

８．ＳＶＣ呼制御の要求条件

　呼設定中に網間インタフェースは、呼設定のために網が必要とする情報やユーザ情報のエンド・エンド

の透過的な転送を次の網に提供するために必要な情報を伝達する。

　対称的な信号手順が網間インタフェース上で使用される。データリンクコネクション識別子ネゴシエー

ションは信号手順により呼設定時に実行される。

　帯域の割付は信号手順により呼設定時に実行される。

　ルーチングは信号手順により呼設定時に実行される。公衆網の環境では、網間インタフェースの選択は、

発ユーザから網へのＳＥＴＵＰメッセージで示される中継網選択情報要素に基づく。

　ＱＯＳパラメータを含むパラメータネゴシエーションは呼設定時に実行される（標準ＪＴ－Ｑ９３３の

５．１．３．１節を参照）。

（注１）大規模な網同志のＳＶＣサービスまたは３つ以上の網にまたがるＳＶＣサービスについては、コ

ネクションの設定及び解放タイマの値は、標準ＪＴ－Ｑ９３３のデフォルト値より大きくする必

要がある。

（注２）標準ＪＴ－Ｑ９３３及び／または№７信号方式の使用は将来の検討課題である。

　パラメータネゴシエーションに影響を与える２つのサービスカテゴリがフレームリレー網により、サ

ポートされる。サービスカテゴリの１つは認定情報速度（ＣＩＲ）が０である特徴を持つ。他のサービス

カテゴリはＣＩＲが＞０である特徴を持つ。これらの値は表８－１／ＪＴ－Ｉ３７２の測定間隔パラメー

タＴを決めるために使用される。

表８－１はＣＩＲ、認定バーストサイズ（Ｂｃ）及び超過バーストサイズ（Ｂｅ）の可能な関係を示す。

この表のＣＩＲ＞０の２つのケースを１つのサービスカテゴリとして述べたが、これは単純な表現をする

ために行ったものである。

表８－１／ＪＴ－Ｉ３７２　ＣＩＲ、ＢｃとＢｅの可能な関係

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３７２）

ＣＩＲ 認定バーストサイズ

（Ｂｃ）

超過バーストサイズ

（Ｂｅ）

測定期間

（Ｔ）

＞０

＞０

＝０

＞０

＞０

＝０

＞０

＝０

＞０

Ｔ＝Ｂｃ／ＣＩＲ

Ｔ＝Ｂｃ／ＣＩＲ

（注）

（注）Ｔは網に依存する値である。入側と出側でのアクセス速度（ＡＲ）は等しい必要はないが、入側Ａ

Ｒが出側ＡＲより十分に高い時、入側でのＢｅフレームの連続的な入力は、出側での網バッファの

持続的な輻輳を導き、入側Ｂｅデータの相当量は廃棄されることがある。
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8.1　ＳＶＣ網間パラメータのネゴシエーション

　フレームリレーベアラサービスによって提供されるコアサービスは標準ＪＴ－Ｉ２３３［Ⅰ］の付属資

料Ｃの４．３節に述べられている。網間インタフェースは同位のコアサービスユーザ間でサポートされる

のと同等のサービス品質を提供する。ＦＲＢＳサービス品質は標準ＪＴ－Ｉ２３３［Ⅰ］の３．１節に定

義されているサービス品質（ＱＯＳ）パラメータによって示される。

　ＳＶＣの場合、ＱＯＳパラメータはフレームリレー呼設定のなかでネゴシエーションされる。このこと

は網間インタフェースでのネゴシエーションでも適用されるであろう。ＳＶＣのためのそのほかのＱＯＳ

パラメータは将来の検討課題である。

網間インタフェースにおいて調整されるＱＯＳパラメータ値は、認定情報速度、中継遅延、およびフレー

ム損失率を含む。Ｂｃ，Ｂｅ、フレーム長等の他のパラメータも、網間インタフェースにおいて調整する。

もしユーザが特定のパラメータに対し、値を指定しない場合は、デフォルト値を採用する。デフォルト値

は網の定義によるか、または契約により設定することができる。これは、ＱＯＳとリンクレイヤコアパラ

メータの両方に適用する。

９．下位レイヤの要求条件

9.1　ＪＴ－Ｉ１５０、Ｉ３６１、Ｉ３６２、Ｉ３６３に定義される広帯域ＩＳＤＮ

　トラヒックの増加に伴い、Ｎ－ＩＳＤＮの速度ではフレームリレー網の拡大が制限される。そこで高速

網間インタフェース転送のサポートが要求される。図９－１／ＪＴ－Ｉ３７２はＡＴＭセルを使用したフ

レーム転送のＵプレーンプロトコル参照アーキテクチャ、およびＳＤＨ物理レイヤを示している。ＡＴＭ

レイヤ転送フレームは網間インタフェースを通るセルにマッピングされる。

　２つのフレームリレー網がＢ－ＩＳＤＮ／ＡＴＭで接続される時、Ｂ－ＩＳＤＮバーチャルコネクショ

ン（バーチャルパス／バーチャルチャネル）は網間トランクとして扱われる。Ｂ－ＩＳＤＮバーチャルコ

ネクションは次のような特徴を持つ。コネクションモード、メッセージモード、非確認型サービス、可変

ビットレート、およびタイミング関係不要。フレームは２つのフレームリレー網間をＡＴＭによって運ば

れる。

　図９－１／ＪＴ－Ｉ３７２はＢ－ＩＳＤＮを使用したフレーム転送のＵプレーン参照アーキテクチャを

示している。ＡＴＭレイヤはフレームリレー網間でセルにマッピングされたフレームを転送する。

注）ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３７２には、物理レイヤの記述がされているが、本標準の＜参考＞で記述

したように、物理レイヤは、基本的には網提供者間の取決め事項であるので削除した。従って、

本標準の９章には網間接続の下位レイヤとして、広帯域ＩＳＤＮ（ＡＴＭ）のみを記述してい

るが、網間接続の下位レイヤとしてＡＴＭのみを推奨しているものでは無い。
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（注１） ＡＡＬ（ＡＴＭアダプテーションレイヤ）は以下のような必須機能を提供する：

・分解、再組立及びエラー検出

・アドレスフィールドを使用したフレームの多重化／非多重化

・フレームがオクテットの整数倍で構成されていることを確認するための検査

・フレームの長さが妥当かどうか確認するための検査

・輻輳制御機能

これらの機能の詳細は、将来の検討課題である。

図９－１／ＪＴ－Ｉ３７２　Ｂ－ＩＳＤＮ／ＡＴＭバーチャルコネクション

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．３７２）　（バーチャルパスまたはバーチャルチャネル）を

使用した網間インタフェース

　図９－１／ＪＴ－Ｉ３７２は、あるコア機能がＢ－ＩＳＤＮを通して透過的に転送されることが必要で

あり、その他の機能、例えばループバック制御が、ＡＡＬやＡＴＭレイヤにマッピングされることが必要

であることを示している。

JT-Q922

コア

ＡＡＬ

（注１）

ＡＴＭ

物理ﾚｲﾔ 物理ﾚｲﾔ 物理ﾚｲﾔ 物理ﾚｲﾔ

ＡＴＭ ＡＴＭ

ＡＡＬ

（注１）

ＡＴＭ

物理ﾚｲﾔ

JT-Q922

コア

物理ﾚｲﾔ

網間インタフェース
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Ｉ．３７２　用語　（１９９３．８．２６版）

Introduction まえがき（ＪＴ－Ｉ２３３準拠）

Network-to-Network Interface 網間インタフェース

interworking インタワーキング

requirement 要求条件

Permanent Virtual Circuit パーマネントバーチャルサーキット

Switched Virtual Circuit スイッチトバーチャルサーキット

lower layer 下位レイヤ（ＪＴ－Ｘ７５で「higher layer」を上位レイヤと訳）

scope 規定範囲

location 規定点

Operation,Administration and maintenance 運用、管理と保守

public 公衆

private 私設

PVC segment ＰＶＣセグメント

performance parameter 能力パラメータ

service performance サービス性能

network management 網管理

congestion management 輻輳マネジメント

PVC management ＰＶＣマネジメント

network operator 網オペレータ

transmission rate 伝送速度

subscribed CIR 契約されたＣＩＲ

default value デフォルト値

management functions マネジメント機能

continuity checking 導通監視

trunk error 回線エラー

exchange 調整する


	　　



